
 

 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会 

県民運動基本計画 

 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会県民運動基本方針に基づき、第 79

回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会の県民運動は、県民一人ひとりが、様々な

形で大会に参加、協力し、理解を深めることにより、「県民」・「来県者」がともに満足し、「滋賀県」

に将来に渡って引き継がれるレガシーを遺す「三方（さんぽう）よし」の大会を実現するために、

以下の取組を推進します。 

また、「健康長寿」、「ボランティア活動の年間行動率」など本県が「日本一」である特徴を活か

した取組を展開します。 

  

１ 取組  

（１）「滋賀といえばこれ！」と思う“もの・こと”で滋賀を訪れる方々を迎え、交流することで、

「ええやん滋賀！」と感じてもらえるよう、あたたかいおもてなしをしましょう。 

・ 琵琶湖を中心とした豊かな自然や歴史、文化、食など滋賀の地域資源でもてなします。 

・ 福祉先進県として、県民の誰もが、思いやりの心をもって、障害のあるなしに関わらず、

訪れる人が快適に過ごせるようもてなします。 

・ 滋賀県選手はもとより、県外の選手に対してもあたたかな声援で応援します。 

・ 手作りののぼり旗や横断幕などで歓迎します。 

・ あいさつ運動やマナーアップ運動を展開し、明るい笑顔で元気なあいさつ、親切な応対等、

琵琶湖のようにさわやかにもてなします。 

・ 花いっぱい運動やクリーンアップ運動を展開し、琵琶湖・河川・道路等の環境美化に努め、

きれいな街でもてなします。 

・ 交通安全運動や防犯運動を展開し、安全・安心に過ごせるようにします。 

 

（２）いつまでも健康でいられるよう、「する」「みる」「支える」といった様々な関わり方で親し

める「マイスポーツ」を見つけましょう。 

・ デモンストレーションスポーツや会場地市町等におけるスポーツ教室、各種スポーツイベ

ント等に参加します。 

・ 障害のあるなしや年齢などに関わらず、誰もが楽しめるスポーツに取り組み、交流を通じ、

障害に対する理解を深めます。 

・ ライフステージに応じたスポーツ活動に取り組み、健康長寿日本一を継続します。 

・ 両大会にゆかりのある、滋賀のアスリート等と交流します。 

・ 両大会のイメージダンスを覚えて、踊ります。 

・ 両大会をはじめとする各種競技会などに出かけ、観戦・応援します。 

・ 地域のスポーツ活動を応援します。 
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（３）大会やイベント会場に足を運んだり、ボランティア活動に参加するなどの関わりを通じて、

みんなで一緒に大会や地域を盛り上げましょう。 

・ ボランティア活動の年間行動者率日本一を活かし、障害のあるなしや年齢に関わらず、県

民総参加で取り組みます。 

・ スマートフォン・パソコン所有率日本一を活かし、大会に関するイベント等の情報をＳＮ

Ｓ等で発信します。 

・ 子ども・若者・女性の関心を高める広報やイベントを通じて、両大会の参加を促します。 

・ 開・閉会式など両大会の関連イベント・行事等に参加します。 

・ 両大会に関するボランティア活動に、積極的に参加します。 

・ 両大会をはじめとする競技会などに出かけ、あたたかく応援します。 

・ 両大会のイメージソングやイメージダンスによって、心をひとつにして盛り上げます。 

・ 募金や企業協賛で、両大会の開催準備・運営を支援します。 

 

２ 取組の進め方 

（１）県準備（実行）委員会は、全体的な計画や取組を定め、この運動の普及・啓発活動を 

行うとともに、市町準備（実行）委員会や各種団体等と連携し、全県域における運動を展開し

ます。 

（２）市町準備（実行）委員会は、地域の特性に応じた計画や取組を定め、地域における普 

及・啓発活動を行うとともに、地域住民や各種団体等と協力し、市町における運動を展開しま

す。 

（３）学校や企業、ＮＰＯ法人、各種団体等は、それぞれの活動の中でその特徴を活かした 

県民運動を企画し、取組を行うとともに、県および市町ならびに各主体の運動に参加・協力し

ます。 

 

３ 主な推進スケジュール 

 


